5/20近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
30クール日報（5月20日～５月24日）
	報告日
天気
	5月20日（土）　雨のち晴れ　気温：（15～20℃）
	報告者
	大阪市社協・橋口
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【30】久野（滋賀県野洲市）、山本（京都府）、黒田（京都府）、宇都（京都市下京区）、高橋（大阪府）、谷口（大阪府寝屋川市）、北野（兵庫県）、野村（兵庫県加西市）、孝橋（兵庫県朝来市）、乾井（奈良県天川村）、北川（和歌山県有田川町）、橋口（大阪市西成区）

	役割分担
	運営支援（橋口）、マッチング（高橋、宇都、谷口）、車両マッチング（野村、孝橋、谷口）、V受付・資材（山本）、現地調査（北野、久野、乾、山本）

	主な日程
	7:15宿舎出発　29・30クール顔合わせ
8:00七尾市文化センター着・ボランティア受け入れ準備

	
	8:25 朝礼・30クールメンバーの紹介
8:30 ボランティア受付
8:50 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
11:00 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査（特化日）
ボランティア活動調整（アポ取り）等
12:00 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:50 ボランティア活動全班活動報告確認・見送り
16:30 高校生ボランティア受け入れ
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
仮仮置場（美術館駐車場）（20日～31日）
＜七尾市会見＞


	
	17:30 終礼
18:00 残務整理、明日・明後日の準備
18:45 活動終了

	報告事項

	●VCの状況　V35名（テント村名、団体0名、運転1名（車持込）、5グループ）
　ニーズ対応11件（うち完了10件、継続1件　/　内即時対応0件）
　現地調査30件（うち一般30件、技術0件）（マッチング22件、即対1件、キャンセル7件）
　現調逆受TEL0件（うちニーズ0件、キャンセル0件）
残（確認中）件（キントーン数値）
●マッチング担当
上記の状況の通り。
●受付・資材担当
・翌日使用分の確認済み
●現地調査担当
・災害ＶCo1名、丸亀市3名、近ブロ7名　計11名体制
●仮仮置き場担当
・V0名→14：30頃～訪問活動の終了した班による協力16名ほど、待ち時間なし。
●ボランティア及び職員のケガ等なし

	今後の主な予定
	●20日（月）～31日（金）は七尾美術館駐車場に移設
●21日（火）13:00にテント村のごみ搬送車両とセンター駐車場にて合流し、センターのごみを搬出予定。
●5/29テント村閉村式
◎和倉仮置場休み（毎週月曜日）、大田仮置場休み（毎週水曜日）

	調整課題
・所感等
	・ボランティア受け入れ人数が少ない日の当日キャンセルによる活動への影響を想定した、対応の幅が必要である。
・明日からの県ボラバス受け入れに伴い、各班の連携強化を図る必要がある。マッチング班かの活動予想より、リーダーと車両班による活動効率と終了判断、仮仮置場の流れ、資材班の準備それぞれの予想を前日につけ、お昼のタイミングで共有する形式を検討する。その他今後の車両状況や外部支援者、ボランティア受け入れの減少を考慮した、持続可能な効率改善を検討する。

	その他

	・朝礼にて七尾市の高木氏より「5月20日で新規依頼は締め切るが、住民から問合せがあった場合は、災害ボランティアセンターの電話番号は通じるため、一度ご相談くださいと伝えてほしい。」と案内があった。29・30クールメンバーとしては、ボランティア活動先で住民から質問を受けた際は、同様の案内を行う方針とした。
・テント村からのボランティア予約人数41名に対し、オリエンテーション開始前に来所されたのが約30名と差があった。本日は通常（約80名）から設定人数を減らしたため、当日キャンセルによる活動影響が高くなった。そのため仮仮置場のボランティアを0名スタートとし、搬入車両運転者が仮仮置場へのルートを熟知している場合は、同乗者なしも可とした。
・ボラセン車両事故2台報告あり。自損事故であるが、警察に連絡し事故処理を依頼する。トヨタレンタリースへ連絡し、返却後の修理対応となったため、使用を継続することとなった。
・明日、5月21日(火)から県ボラバス受け入れ再開となり、最大受け入れ人数が120名となるが、100名想定、活動10名班×8班＋仮仮置場20名を基本とし、受け入れ人数増減については仮仮置場にて調整、ニーズ増については当日追加の対応の方針とする。県ボラバスの帰路出発時刻が16：00であるため、県ボラバスボランティアの帰センター時刻を15：30とし、各職員の担当ごとに協力して対応することとした。




